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この度、令和３年４月１日付けの人事異動で、広島北労働基準監督署長に着任い
たしました伊達健司と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

前任地は広島労働局監督課でした。私自身、広島北労働基準監督署には縁があ
り、平成２年に当時の可部労働基準監督署（当時はJR可部駅の隣にありました）に
おいて職業人生をスタートさせ、今回で４度目の勤務となります。

新型コロナウイルス感染症の影響は、新年度に入りましても衰える気配はなく、引
き続いての感染拡大防止対策の徹底が必要とされるところです。

労働基準行政は、安心して働くことができる職場づくりへの取組を担っております
が、これに加え、「新たな日常」の下で柔軟な働き方への環境整備についても取り組
んでまいります。

最後になりますが、地域の皆様が安心して社会経済活動を展開するために、引き
続き、監督署の業務を推進してまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願
いいたしまして、着任のごあいさつとさせていただきます。

令和3年度 労働行政のあらまし（労働基準監督署関係）

～守ります みんなの暮らし
あなたの職場 労働局～

☆ ウイズコロナ時代に対応した労働環境の整備、生産性の向上を推進します。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による生活スタイルや経済・社会構造

の変化に伴い広がっているテレワークや副業・兼業等、「新しい働き方」に対
応した、だれもが働きやすい労働環境を実現するための取組を推進します。

また、安全で健康に働くことができる職場づくりのための取組として、「長時
間労働の是正を始めとする労働条件の確保改善対策」、「最低賃金制度の適
切な運営」、「安全で健康に働くことができる環境の整備」及び「労働災害にあ
われた方への迅速・公正な補償への取組」を推進します。

広島県の
最低賃金
時間額

８７１円
（令和元年10月1日発行）



お知らせ

溶接ヒュームの説明会開催決定

令和３年（４月末時点）広島北労働基準監督署管内の労働災害が増加しています。
下の表は、休業４日以上の労働災害の件数であり、各年とも４月末時点の件数です。
コロナ禍による仕事量減などの影響がない年と比較しても災害は増加しています。

※「 STOP！転倒災害」「エイジフレンドリーガイドライン」「職場における
腰痛予防対策指針」は厚生労働省のホームページから詳しい内容をご確認いた
だけます。

年
業種

H29
（４月）

H30
（４月）

R1
（４月）

R2
（４月）

R3
（４月）

食料品製造業 １２ ３ ８ ７ １４

小売業 ５ ８ ６ ４ １４

社会福祉施設 ４ ４ ３ ２ １０

全業種 ７６ ８２ ６３ ５８ １０８

災害の増加が顕著である主な業種とその特徴！

『食料品製造業』
・１４件のうち５件が通路での転倒、３件が包丁による切
れこすれ災害です。また、１４件のうち６件が経験年数２
～９か月以下の経験が浅い労働者による災害です。

・STOP！転倒災害への取組み、新規雇入れ時教育や作業
マニュアルの徹底を図りましょう。

『小売業』
・１４件のうち６件が通路や階段での転倒災害で、そのう
ち４件が６０歳以上の労働者による災害です。
・エイジフレンドリーガイドラインに基づく、高年齢労働
者にやさしい職場環境の改善が求められます。

。

『社会福祉施設』
・１０件のうち５件が腰痛災害を含む「無理な動作」によ
るものです。
・職場における腰痛予防対策指針を基本としたハードとソ
フト両面による対策について再点検・改善を行いましょう。

速報


